
 

 

 

 

 

サミーフライヤー 
 

設置工事説明書 
 

●一槽型／ＤＦ-015Ｊ ●二槽型／ＤＦ-015ＷＪ 

                       ／ＤＦ-020Ｊ     ／ＤＦ-020ＷＪ 

                       ／ＤＦ-025Ｊ     ／ＤＦ-025ＷＪ 

●卓上型／ＸＦ-046Ｊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１－１設置工事される方へ 

 

●この「設置工事説明書」を設置工事前に必ずお読みください。 

設置工事が終了しましたら、下記設置工事後のチェックリストに基づき、必ず確認してください。 

また設置工事完了後は取扱説明書を必ずお客様に渡し保管するようお伝えください。 

 

 警 告 

 ●この「設置工事説明書」に従い、有資格者による正しい工事を行うこと。 

 ●当製品は業務用です。 

 ●改造・分解は絶対に行わないこと 

 ●建築基準法・各地域の条例・消防法・ガス事業法・液化石油ガス法・「業務用ガス機器の設置基準及 

び実務指針」第 6 版（一般財団法人日本ガス機器検査協会刊）に従って設置・工事すること 

 ●説置工事完了後は、設置工事後の点検確認チェックリストに基づき必ず点検すること（感電・火災 

などの思いがけない事故の原因となります） 

 ●設置工事完了後は、「取扱説明書」に従い使用上の注意事項、正しい使用方法をお客様に説明するこ 

と（誤った使用をした場合、重大な事故の原因となります） 

 ●設置の不備によって発生しました機器の故障については保証期間に関係なく有償修理となります。 

 

●設置工事前の点検確認チェックリスト 

点検項目 点検内容 記載ページ チェック 

機
器
及
び
そ
の
他
周
辺 

ガス種 銘板と使用するガスは適合していますか？ 7  

付属品 正しく取り付けられていますか？また不足はありませんか 2  

可燃物との離隔距離 可燃物との離隔距離・火災予防は充分ですか？ 4  

設置条件 障害物等との離隔距離は充分ですか？ 3  

保守・管理上の空間 点検・修理に必要な空間はありますか？ 7  

水平設置 水平に設置されていますか？ 3  

安定設置 強固に設置されガタツキはありませんか？ 5  

給排気 充分に給排気できる場所に設置されていますか？ 6  

ガス工事 接続は正しく施工され、ガス漏れ等がありませんか？ 7  

その他 同梱物が残っていませんか？ -  
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１－２設置前の準備・確認 

 

 注 意 

 ●取扱い、移動のときは重量物のため注意すること 

 

 

1）開梱 

 ①梱包を外し、本体に被せているビニールをはがして製品の仕様を確認してください。 

 

 ②製品に損傷がないことを確認してください。 

 

 ③付属品 

ＤＦタイプの場合（天蓋・油切本体・油切アミ・スクイアミ・サンプレート・プラスチックバケツ・ 

角カゴ・取扱説明書×1 ヶ）があるか確認してください。 

  ＸＦタイプの場合（天蓋・前カゴ・スクイアミ・サンプレート）があるか確認してください。 

 

2）機器の確認 

 ●機器に貼ってある銘板の表記内容と使用するガス種（ガスグループ）が適合していることを確認し 

てください。 
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１－３設置場所の注意 

 

☆設置場所を決めるときは、お客様とよく相談してください。 

☆設置工事をはじめる前に、次のことを確認してください。 

 

 

 

 警 告 

 ●建築基準法・各地域の条例・消防法・「業務用ガス機器の設置基準及び実務指針」第 6 版（一般財団

法人日本ガス機器検査協会刊）に従って設置・工事すること 

 ●この機器は屋内用です。屋外へ設置しないこと 

 ●ガソリン、ベンジン、接着剤などの引火性危険物を扱う場所には設置しないこと 

 ●火災予防上、熱機器を設置する場合は、 

  機器本体の周囲及び上方周囲（後方・側方・上方・天井）が「下地及び仕上げが不燃材料で 

造られた建築物」に設置すること 

それ以外の建築物に設置する場合は、離隔距離を必ずとって設置してください。これらを守られま 

せんと火災の原因となります。 

 ●機器が水平であることを確認してください。 

 ●保守点検のためにメンテナンススペースを設けること 

 ●機器は排気フードの下で使用すること 
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 ●可燃物等からの離隔距離は以下のようになります。 

 

 ◎ＤＦ-015Ｊ・020Ｊ・025Ｊ・XF-046J の場合     ◎ＤＦ-015ＷＪ・020ＷＪ・025ＷＪの場合 

        

 

 

 

 

 

 

※機器周辺の壁などが不燃物の場合はこのかぎりではありません。 

※壁が可燃物以外の場合でも、メンテナンススペースは、必ず設けてください。 
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設置場所周囲について 

 警 告 

 ●機器は安定性の良い、丈夫で水平な不燃構造の上に設置すること 

 ●製品に直接水をかけないこと 

 ●スプレー缶や、燃えやすいもの、揮発性、引火性のあるものを近くに置いたり、使用しないこと 

 ●機器を引き出せるようにスペースをあけておくこと 

 ●排水溝の上などの湯気の上がる場所には設置しないこと 

 ●風の影響を受けないように設置すること 

 

 注 意 

 ●車両・船舶での使用はしないこと 

 ●水のかかりやすい場所や湿気の多い場所への設置は、部品の故障や、漏電の原因になるので避ける 

こと 

 ●棚の下など落下物の危険のあるところ、及び樹脂製の照明器具の下には設置しないこと 

 ●振動・衝撃の多い場所には設置しないこと 

 ●塵埃の多い場所には設置しないこと 

 ●特殊薬品（アンモニア・塩素・酸類等）やその蒸気のある場所には設置しないこと 

 ●機器の上に重量物を置かないこと 

 ●耐震金具を取り付けること 
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１－４給排気工事時の注意 

 

 警 告 

 ●建築基準法・各地域の条例・消防法・ガス事業法・液化石油ガス法・「業務用ガス機器の設置基準及 

び実務指針」第 6 版（一般財団法人日本ガス機器検査協会刊）に従って設置・工事すること 

 ●機器からは、熱気及び上記が出ます。換気することはこれらを屋外へ排出し、室内空気の汚染を防 

ぎます。必ず換気設備を設けること 

 ●熱機器の真上に換気上有効な排気フード（※注 2）付排気ダクト（機械換気）を設けること、なおダ 

クトを設けるなど給気または排気の経路に抵抗がある場合は、それらを考慮のうえ、換気扇等を選 

定すること 

 ●機器設置室に給気口を設けること。給気口の位置は、機器への悪影響のない位置で、よく循環する 

位置とすること 

  ・給気口と換気扇等は機器を挟んで反対側にあるのが理想です。給気口と換気扇が近すぎると、給 

気口から入った空気がすぐに排出され、室内空気が入れ替わらないことがあります。 

 ●換気扇等を他の機器と共有する場合は、それぞれの機器能力から算出すること 

 ●フードなどは、容易に掃除ができる構造にすること 

 ●排気ダクトは、充分に排気を行うことができるものにすること 

 ●排気ダクトは、直接屋外に通ずるものとし、他の用途のダクトなどと接続しないこと 

 ●排気ダクトは、曲がり及び立ち上がりの箇所を極力少なくし、内面を滑らかに仕上げること 

 ●排気フード及び排気ダクトは、「不燃材料以外の材料による仕上げをした建築物などの部分」及び可 

燃性の物品との間に 10ｃｍ以上の離隔距離を保つこと 

 ●本体の排気筒は絶対に延長しないこと 

※注 2 排気フードの形状、排気用送風機の能力、排気筒の設置方法等は「業務用ガス機器の設置基準及 

び実務指針」第 6 版（一般財団法人日本ガス機器検査協会刊）に従ってください。 

 

●二槽式フライヤーを設置する場合は、直上に排気フードを設けてください。 
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１－５ガス配管 

 

 危 険 

 ●表示してあるガス種で使用すること 

 

 警 告 

 ●建築基準法・各地域の条例・消防法・ガス事業法・液化石油ガス法・「業務用ガス機器の設置基準及 

び実務指針」第 6 版（一般財団法人日本ガス機器検査協会刊）に従って設置・工事すること 

 注 意 

 ●保守点検のためにメンテナンススペースを設けること 

  側方 5ｃｍ以上、上方 50ｃｍ以上、前面 60ｃｍ以上 

1）ガス事業者・ガス管接続工事監督者の方へ 

 ●操作が容易な位置に本機専用ガス栓を設けてください。 

 ●ガス接続は下記のように接続してください。 

  ☆ガス接続口：15Ａ（都市ガス 13Ａ・ＬＰガス）メスねじ終わり 

  ☆設置形態：常設設置型 

  ☆主な接続口（都市ガス）：金属管・金属可とう管・強化ガスホース 

（LP ガス）：金属管・金属可とう管・金属フレキシブルホース・燃焼器用ホース 

  ※設置後の移動はしないこと。 

  ※接続具は機器のガス接続口、使用するガス種、ガス栓により異なります。ガス事業法・液化石油 

ガス法・「業務用ガス機器の設置基準及び実務指針」第 6 版（一般財団法人日本ガス機器検査協会

刊）に従い接続してください。 

  ※ガス接続口（ネジ接続の機器をゴム接続にする等）の変更しないでください。 

 ●接続完了後は、必ず漏洩検査をしてください。 

 ●必ずガスの供給圧力（機器の 1 次圧）は標準圧で設定してください。 

       ガス種 

 
13Ａ ＬＰＧ 

標準圧    kPa 

（mmH2O） 

2.0 

（204） 

2.8 

（286） 

●本体を引き出し、メンテする場合がありますので、ガス配管が脚の前にならないように配管してくだ 

さい。 

●ガス管へは負担のかからないように配管を行ってください。 

●ガス機器の同時使用によりガス圧の低下が原因で不完全燃焼による一酸化炭素中毒や故障の原因とな 

る場合があります。ガス圧が低下しないようにガス配管をしてください。 
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１－６設置工事後の点検・確認 

 

1）設置工事後の点検・確認 

 ●設置工事後の点検確認チェックリストに基づき点検・確認してください。 

 

2）試運転 

 ●「取扱説明書」に基づき、試運転をしてください。 

 ●試運転終了後、ガス栓を閉じてください。 

 

3）お客様への説明 

 ●「取扱説明書」に基づき機器使用上の注意事項、正しい使用方法を説明してください。 

 ●製品にはお客様用として「取扱説明書」が添付されています。 

  工事終了後はお客様に渡していただき、必ず保管していただくよう、お願いをしてください。 
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１－７仕様 
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１－8 外形図 
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